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添付資料-６  事業事前計画表(基本設計時) 
 
1. 案件名 
ギニア共和国 コナクリ市飲料水供給改善計画 
2. 要請の背景(協力の必要性･位置付け) 
貧困対策が最重要課題となっているギニア国では貧困削減戦略(PRSP)で給水分野を基礎的
社会サービスを整備すべき重点分野として位置づけている。コナクリ市の給水整備について
は、2010 年までに 95％の給水普及率を達成することを目標としている。我が国は 1990 年と
1993 年に｢東部地域飲料水供給計画｣を実施し、市内の導水管路、配水管網、受水槽、貯水槽
等を建設した。しかしながら、急激な人口増加による需要量の増加が著しく、一部の地区で
24 時間給水が行われているが、配水管網が整備されているにもかかわらず一日数時間の時間
給水しか行われていない、あるいは全く配水されない状況の地区が多く、生産水量の増加が
急務の課題となっている。また、健全かつ持続的な水道事業を実現するため、現在 40％以下
で低迷している有収水率の改善も重要な課題とされ、有収水率改善に向けた活動(PACT)がギ
ニア水道公社(SEG)により実施されている。 
本無償資金協力案件で実施する導･送水管および浄水場の建設は｢コナクリ市給水マスター
プラン(1997 年)｣において緊急プロジェクトの中でも最優先度プロジェクトとして位置付け
られている。本計画はコナクリ市民約 1.7 百万人に裨益し、多くの貧困層の BHN 向上に寄与
する。また、漏水調査機材の調達により SEG の漏水調査能力が改善され、漏水対策が活発化
するという効果が期待できる。 
以上を踏まえ、本協力実施の必要性は高く、計画は妥当であると考えられる。 
3. プロジェクト全体計画概要 
(1) プロジェクト全体計画の目標 
・ 裨益対象： コナクリ市住民約 1,726,000 人(2007 年) 
・ プロジェクト終了時に発現が期待される直接的な便益： 

 コナクリ市において安全な水が安定的に確保される。 
(2) プロジェクト全体計画の成果 
・ 導･送水管路が建設され、グランドシュットダムから給水地区までの通水能力が増加す
る。 

・ イエスル第３浄水場が建設され生産水量が増加する。 
・ 漏水調査機材の調達により SEG の漏水調査能力が改善される。 

(3) プロジェクト全体計画の主要活動 
ア． 導水管路(7.8km)、送水管路(3.5km)及びイエスル第３浄水場を建設する。 
イ． 上記水道施設を運転管理して給水事業を継続する。 
ウ． 漏水調査機材を調達する。 
(4) 投入(インプット) 
ア．日本側（＝本案件）： 無償資金協力 15.03 億円 
イ．相手国側 
（ア）必要な人員： 4 名（浄水場職員の増員） 

 （イ）建設資機材： 該当無し 
  （ウ）施設・機材の運営・維持管理に係る経費：1.06 億円/年 
(5) 実施体制 
・ 実施機関: 水資源･エネルギー省管轄のギニア水道公社(SEG) 
・ 主管官庁: 協力省協力局 
 
 



 A - 58 

 
4. 無償資金協力案件の内容 
(1) サイト 
・ ギニア共和国コナクリ市 
(2) 概 要 
・ 導水管路の建設(口径:1,000mm、7.8km) 
・ イエスル第３浄水場の建設(450 ㍑/秒) 
・ 送水管路の建設(口径:1,100mm、3.5km) 
・ 漏水調査機材の調達 
(3) 相手国側負担事項 
・ 施設建設用地の確保 
・ アクセス道路の確保、浄水場フェンスの移設工事等 
・ 水圧試験、水密試験等に必要な要員及び用水の提供 
(4) 概算事業費 
・ 概算事業費 15.03 億円 (無償資金協力 15.03 億円、ギニア国側負担 0.03 百万円) 
(5) 工 期 
・ 詳細設計･入札期間を含め約 30 ヶ月(予定) 
(6) 貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮 
・ 送水管路の一部区間が地元の市場(アンタ市場)を通過しており、当該区間の管路建設工
事の際には、夜間工事等を実施し市場での商業活動を阻害しないよう配慮する。 

5. 外部要因リスク(プロジェクト全体計画の目標の達成に関するもの) 
・ 給水区域の人口が急激に増加しない。 
・ 発電のためにグランドシュットダム取水工地点のダム水位が上水取水に必要な水位以下
に下がらない。 

6. 過去の類似案件からの教訓の活用 
 特になし。 
7. プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 
(1) プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

成果指標 事業実施前(2005 年) 事業実施後(2008 年) 
イエスル浄水場の生産水量 86,000m3/日 123,000m3/日 

(2) その他の成果指標 
・ 水因性疾患罹患率の減少 
(3) 評価のタイミング 
・ 2008 年以降(施設完工後１年経過後) 
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添付資料-７ 基本設計図面集 
 

基本設計図面リスト 

 
番号 施 設 タイトル 縮 尺 

1－01 導水管 管路平面図 1/5,0000 

1－02 導水管 管路縦断図（1／6） H:1/4000, V:1/200 

1－03 導水管 管路縦断図（2／6） H:1/4000, V:1/200 

1－04 導水管 管路縦断図（3／6） H:1/4000, V:1/200 

1－05 導水管 管路縦断図（4／6） H:1/4000, V:1/200 

1－06 導水管 管路縦断図（5／6） H:1/4000, V:1/200 

1－07 導水管 管路縦断図（6／6） H:1/4000, V:1/200 

2－01 浄水場 浄水場配置図 1/600 

2－02 浄水場 水位高低図 Non 

2－03 浄水場 ろ過池構造図（1／6） 1/200 

2－04 浄水場 ろ過池構造図（2／6） 1/200 

2－05 浄水場 ろ過池構造図（3／6） 1/200 

2－06 浄水場 ろ過池構造図（4／6） 1/150 

2－07 浄水場 ろ過池構造図（5／6） 1/200 

2－08 浄水場 ろ過池構造図（6／6） 1/150 

2－09 浄水場 薬品混合槽構造図（1／3） 1/50 

2－10 浄水場 薬品混合槽構造図（2／3） 1/50 

2－11 浄水場 薬品混合槽構造図（3／3） 1/100 

3－01 送水管 管路平面図 1/5,000 

3－02 送水管 管路縦断図（1／3） H:1/4,000, V:1/200 

3－03 送水管 管路縦断図（2／3） H:1/4,000, V:1/200 

3－04 送水管 管路縦断図（3／3） H:1/4,000, V:1/200 

4－01 共通 管路標準断面図 1/30 

4－02 共通 空気弁室 1/50 

4－03 共通 排泥弁 1/50 

4－04 共通 水管橋標準図 Non 
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